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トカラ語 よ り翻 訳 された
未比定のウイグル語仏典註釈書*
笠 井幸 代
本誌の19号において筆者は,ト ゥルファンで出土しベルリンに将来された,
未発表の一ウイグル語文書断片U971(THS20)を扱 った[Kasai2004].これ
は,ウ イグル文字楷書体で書かれた貝葉形の文書一葉の断片であ り,表側に仏
教テキス ト,裏側にその奥書がある.本文書は,その形状と表面に附された頁
付けから判断 して,元 来多数の貝葉から成ってお り,その奥書は,この仏教テ
キス トを翻訳 した人物の手により作成された,と 考えられる.翻訳者による奥
書は,それが附された仏教文献の本文と共に,繰 り返 し書写され伝えられてい
くり
くものである.そのためこの奥書を含む文書U971が,実際に書写された年代
を決定することは難 しいが,そ のテキス トと奥書の成立年代については,奥書に
名前の挙がっている翻訳者の活躍年代を基にして,推測することが可能である.
それは,前回の論文で論 じたように,おそらくウイグル仏教の最初期,す なわち
十世紀後半か ら十一世紀前半であると推測される[K:asai2004,8-9].もしこの
推測が正 しければ,本文書は表面の仏教テキス トと裏面の奥書とが両々相侯っ
て,当 時のウイグルにおける仏教崇拝の一端 を伝 える重要な史料となる.
*本 稿 を執 筆 す る に あた り,ペ ー ター ・ツ ィー メ,森 安 孝 夫 両教 授,ジ モ ー ネ=ク リス
テ ィア ー ネ ・ラシ ュマ ン,イ ェ ンス ・ヴ ィルケ ンス両博 士 よ り,重 要 な学術 的指 摘 を多 数
戴 い た.ツ ィー メ博 士 に は,本 稿 末 尾 に附 した ドイ ッ語 の要 約 も直 して い ただ いた.ま た
大 阪大 学 の 山本明 志氏 には,筆 者 に とって参 照 が困 難で あ った論 文 の入 手 に ご協 力 い ただ
いた.こ こに記 して感謝 した い.本 稿 に含 まれる 間違 い はもち ろん,全 て筆者 の責任 で ある.
(1)例 え ば,ウ イ グル 語 訳Mα 姻5f纏 に は,セ ンギ ムか ら発 見 され た セ ンギ ム 写 本 と,
ハ ミか ら発 見 され た ハ ミ写 本 が 存 在 す る,後 者 はお そ ら く前 者 よ りお よそ 一 世 紀 後 に
書 写 され た と考 え ら れ て い るが,双 方 と も に,全 く同一 の 翻 訳 者 奥 書 を含 ん で い る
[BTIX,TeilI,215;Geng/Klimkeit/Laut1998,57,126].
(21)
U971裏面 にある奥書 には,こ の仏教文献 の翻訳 を依頼 した四 人の寄進者 の
名前 が挙げ られて いる.そ の うちの一人は,「ボクグ(=uig.bokug)の起源 を持
つ」人物 であ ると形容 されてお り,お そ ら くはウイグル王家 出身の女性である.
このbokugとい う単語 には,二 つの意 味があ る,一 つは,"`aswelling,esp.in
thethroat'inhumans;metaph.`abud'"「特 に人間のの どの 隆起;比 喩 的に芽,芽
状 突起 」[ED,313b]とい う普 通名詞であ り,も う一 つは,ウ イグルの伝説 的な
建 国者 たるボ クグ可 汗の名前 である.こ の奥書 におけ る 肋擁 は,言 うまで も
な く後者 であ り,い わゆるボクグ可汗伝説 に関わ ってい る.
ボクグ可汗伝説 とは ウイグルの始祖説話であ り,ペ ルシア語,中 国語,そ して
しの
ウイグル語史料によ り,現 在 に伝え られている.そ れによる と,後 にウイグル王
国の建国者 として初代可汗 となるボクグは,他 の四人の兄弟 と共 に,天 からの光
が 降 り注 いで出来た木の 「ボクグ(節こぶ)」か ら生 まれた とい う.さ らにボクグ
が可汗 となってか ら,夢 に白衣 の人物 が現 れて予言 を した とい う逸話 を伝 える
史料 もあ る.こ れ ら,五 人 の子供 を生んだ 「木」,「天 の光」,「白衣 め人物」と
いった要素 は,い ずれ もマニ教 において非常に重 要視 される ものである.そ れ
ゆえこの ようなマニ教 的要素 を多 く含 んだボ クグ可 汗伝 説は,マ ニ教 の影響下
で成立 したと推測 されている[Marquartl912,486-490;森安1991,167-169;2004,
200-202].
この伝説の可汗 ボクグには,モ デル となった人物 がいる と考 え られている.
それは,八 世紀 半ばか ら九世紀半 ばにかけてモ ンゴル高原 を支配 した,東 ウイ
グル可汗 国の 第七代可 汗,懐 信 可汗(在 位795-808)であ る[安部1955,169-197,
(2)こ0伝 説 を伝 え る 諸 史 料 は 以 下 の 通 りで あ る:`Alaal-Din`Aζa-MalikJuwainiの
τα'r1肋イ 」α履 η一Gμ5肋y(13世紀 成 立,ペ ル シ ア 語);亦 都 護 高 昌王 世 勲 碑(14世 紀 成
立,中 国 語 と ウ イ グ ル 語 の二 言 語使 用);『元 史 』巻122,巴而 市 阿 而 拭 的 斤伝;郡 遠 平
『続 弘 簡 録 』(=『元 史類 編 』);『金 華 黄 先 生 文 集 』巻24,遼 東 等 処 行 中書 省左 丞 亦賛 真
公 神 道 碑.ま た 以 下 の 先 行 研 究 も参 照 せ よ:D'Ohssonl824,682-685;Bretschneider
l910,247,254-259;山田1955;安部1955,170-197,293-300;Boyle1958,vol.1,53-61;黄
1964;取1980;Geng&Hamiltonl981.
(22)
207-210;森安1979,215;1981,198;2002,146,註33;MOTH,XV;Thie∬y1998,270;
Tremblay2001,32,註48,238].懐信可 汗 は,そ れ まで代 々,ウ イグル可汗 を
輩 出 して きたヤグ ラカル氏 の出身ではな く,エ デ ィズ氏 の出身者 として,宰 相
(=uig.elδgdisi)の地位 を経 て,初 めて可汗 となった人物 であ る.さ らに彼 は,
マニ教 の熱心 な保 護者 として も知 られ てい る.マ ニ教は,懐 信可汗 時代 よ り
も三十年 ほ ど前に,す で にウイ グルに伝 え られ,第 三代の牟羽可 汗時代 には,
可汗 自身の改宗 を以て,一 旦 は東 ウイグル可汗 国における勢力 をおおい に拡大
した.し か しその後,国 内のマニ教反対派 クーデ ターに より,最 大の保護者で
あった牟 羽可汗 が殺 害 される と,マ ニ教勢 力 も大幅 な後退 を余儀 な くされたの
くわ
である.こ のように,い わば閉塞状態にあった東:ウイグル可汗国のマニ教に,
初めて国教的地位を与え,名実共に復活 させたのは,懐信可汗であった.つ ま
りこの可汗は,マ ニ教にとって極めて重要な人物であり,なおかつ東ウイグル
可汗国におけるエディズ王朝の 「創始者」なのである.「マニ教的」色彩に彩 ら
れたウイグルの伝説的「創始者」であるボクグ可汗のモデルとして,彼 ほど相応
くの
しい人物 はいない.
(3)牟 羽可 汗 の改 宗 と,マ ニ教 を取 り巻 く状 況 の 変 遷 に 関 して は,Clark2000;森安1991,
31-32;2004,34-35等を参 照.
(4)な お,こ の伝 説 の性 格 及 び,ボ ク グ可 汗 の モ デ ル に 関 して は,異 論 もあ る.J.P.
アス ム ッセ ン氏 は,「 木」,「天 の光 」,「白衣 の 人物 」とい っ た要 素 はマ ニ 教 以 外 に も現
れ る と して,こ の 伝 説 にマ ニ教 の 影 響 を 見 る こ と に,疑 問 を呈 して い る[Asmussen
l965,161-162].氏の指 摘 通 り,確 か に こ れ らの 要 素 を無 理 にマ ニ教 的 に 解釈 す る必 要
性 は ない.し か し上 述 の よ うに,実 際 に マ ニ教 と ウイ グ ル は非 常 に密 接 な関 係 にあ っ
た の で あ り,こ う した状 況 を 考 え れ ば,こ の伝 説 を こ と さ ら に,非 マ ニ 教 的 に解 釈 し
よ う と努 力 しな け れ ば な らな い理 由 もな い.さ らに ボ ク グ可 汗 の モ デ ル と して は,懐
信 可 汗 以外 に も,第 三 代 の 牟 羽(冨uig.わδ8の可 汗,東 ウイ グ ル可 汗 国の 創 始 者 で あ る
骨 力 装 羅,も し くは さ ら に以 前 の ウ イ グ ル の 族 長 で あ る 菩 薩 な どが提 案 さ れ て い る
[v.LeCoq1912,147,Bla賃1,Sei1e2,149-150;B爬tsc㎞eider1910,256,註640;王1938,23-24].
な か で も,ボ ク グ 可 汗 を牟 羽 可 汗 に比 定 す るA.v.ルコ ック氏 の 説 は,両 者 の 音 声 学
的 類 似 も手 伝 っ て,広 く受 け入 れ られ て き た[TTH,413;v.Gabain1949,58-59;田坂
1940,204,註34;1941,232,註32;Clark1997,102-103].しか し なが ら一ヒ述 の よ う に,
① マ ニ教 と密 接 な 関係 を も ち,な お か つ ② 新 た な 王朝,な い しは王 国の 「創 始 者 」で
あ る,と い うボ ク グ可 汗 の 持 つ両 方 の 条件 を満 た す の は,懐 信 可 汗 で しか あ りえ ない.
(23)
では,この伝説はいつ成立したのであろうか.現在私たちが目にすることの出
来る史料は,全てモンゴル期に作成されたものである.しかしだからといって,
この伝説の成立 もモンゴル期にまで しか遡れない,と いうわけではない.伝 説
は,ボ クグ可汗の創設 したウイグル王国が後に崩壊 し,ウイグル族が王国の中
心地であったモンゴル高原から離れたことを伝えて終わっている.一 方ウイグ
ルの歴史を見ると,840年,東ウイグル可汗国は,同 じトルコ系のキルギス族
の攻撃により瓦解 し,ウイグル族の大部分は,モ ンゴル高原を離れて天山地方
　らラ
に西遷,そ の地に新たに西ウイグル王国を建設する.この歴史的事実はまさし
く伝説の伝えるところと一致し,ボクグ可汗伝説の完成は,東 ウイグル可汗国の
くの
瓦解 ・西遷以後,つ まり西ウイグル王国時代に入ってからであると推測 される.
ところがこの西ウイグル王国は,普通,そ の盛んな仏教信仰で知られている.
この王国は,そ の支配下に仏教徒である トカラ人や漢人 を多数含んでいたた
め,彼 らの影響により,ウイグル人達にも徐々に仏教が浸透 した.と くにその
初期には トカラ仏教が,続 いて漢入仏教が,ウ イグル人による仏教の受容とそ
くり
の後の流行に,非常に大きな役割を果たしたと考えられている.し かしながら
王国建設当初より十世紀半は1に至るまでは,マニ教の影響は依然として強 く,
支配者 階級 であるウイグル人達 は,基 本的にマニ教徒であった[森安1991,
(5)この西遷の詳 しい経緯については,森 安1977を参照,
(6)西ウイグル王国時代というのは,あ くまで伝説の 「完成」についての年代であり,伝
説の骨子がすでに東ウイグル可汗国時代に出来上がっていた可能性は十分にある.
(7)ウイグル人へいつ,ど のように仏教が伝来 したかは,ま だ完全には解明されていな
い重要な問題である。この問題に関しては,大 きくわけて二つの説が存在する.ウ イ
グルに仏教が伝えられたのは,ソ グド人によるところが大きいと考える説と,それを
トカラ人に帰する説である.後者は日本の学者により,前者に代わるものとして唱え
られたが,欧 米では前者の説 もまだ根強い[Laut1986;森安1989;1990].しかし,
西ウイグル王国において,仏 教が本格的に流入 し始めた際に,大 きな影響を及ぼした
のが トカラ仏教であったということは,ソ グド人による仏教伝道を信ずる学者にも,
大方で受け入れられている.ま た,こ うした トカラ仏教の影響力の大きさは,仏教用
語の大半が,ト カラ語を経由して古代 トルコ語に借用されたことからも,裏付けられ
る[庄垣内1978;M㏄rloosel9801.
(24)
147-160;2004,174-192].ボクグ可汗伝説 は,こ うしたマニ教の影響 の まだ強い
くき　
時期に完成をみたのであろう.
ボ クグ可汗伝説が,ウ イグル王国,並 びに王家の創設に関わる内容である
ことを考慮すれば,こ の伝説がウイグル人,な かでもとりわけウイグル王家
にとって非常 に重要な意義を持っていたことは,明 白である.そ の重要性
は,マ ニ教徒 ウイグル人が政権の枢要な地位 を占める西ウイグル王国の支配
下に入 った仏教側にも,十分 に認識 されていたことであろう.国家的保護を
約束 して くれる王家への布教が極めて重要であることは,ど の宗教にとって
も変わ りない.と すれば,ま さにそのウイグル王家の創設に関わるボクグ可
汗伝説 を,い くらその内容がマニ教的であるからといって,仏 教側が全 く無
視 したとは,や はり考えられない,寧 ろ王家への布教の段 階で,積 極的に取
り込んでいったと考える方が,妥 当である.事 実,仏 教側にボクグ可汗伝説
が取 り込まれていたことを示す証拠はある.現 在サ ンク トペテルスブルグに
所蔵 されているウイグル語仏教文献の断片SID/17には,こ の伝説が,仏 教
的に潤色しなおされた形で現れる[Tugu営eval996].この文献はこれまで,仏
教側のボクグ可汗伝説を伝える唯一の史料であったが,年 代が記載 されてお
らず,そ のために一体いつ,ボ クグ可汗伝説の 「仏教化」が行われたのかを推
測することは,不 可能であった.こ の重要な問題を解決する手がかりとなっ
たのが,U971の裏面に書かれた奥書なのである.つ まり,本仏教文献の翻
訳を依頼 した四人のうち筆頭寄進者が「ボクグの起源を持つ」と形容 されてい
た事実から,遅 くとも本仏教文献成立以前に,す でに仏教側に取 り込 まれて
いたと推測することが出来るのである[Kasai2004].
(8)山田1955;森安1991,168;2004,201-202.両氏は,ボ クグ可汗伝説の完成を,西
ウイグル王国時代 とする点では同様であるが,そ の 説には若干の違いが存在する.
山田信夫氏は,ボ クグ可汗伝説において木が重要な役割 を果た していることに着目
し,こ れが,樹 木崇拝の伝統を持つアーリア系民族,つ まりトカラ人の影響 を受け
て,成立 したと推測 した.そ れに対 し,森安孝夫氏は,この伝説がマニ教の影響下に
成立 したと考えている.
(25)
U971文書の表面の仏教テキス トは,裏面の奥書 と同じく,ウイグル語ウイ
リ エ
グル文字楷書体で書かれている.前稿で筆者は,裏面にある奥書の紹介 とその
歴史的意義に重点を置いて論 じたため,表 面にある仏教文献については全 く言
及しなかった.そ こで本稿では,こ の表面のテキス トと翻訳を発表 して,大方
の利用に供すると共に,前 回の ドイツ語論文で紹介 した奥書に関する要点を,
その成立年代も含めて改めて整理 して取 り上げ,こ の仏教文献の性格を出来る
限 り明らかにすることを,目標 とす る.
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(9)筆 跡 か ら見 て,両 面 を書 写 した 人 物 は 同 一 で あ る と考 え られ る.
(10)こ の 断片 は,Bedin-B㎜denb㎎i鍵heAkademiederWissensch諭eninderS脇bibliothek
zuBer豆in-PreuBischerKulturbesitz,Orientabtei豆ungに保 存 され て い る.当 機 関 が 筆 者 発
表 の許 可 を与 え られ た こ とを,こ こ に記 して感 謝 す る.フ ァ ク シ ミ リは,両 面 と もに,
前 稿 で 発 表 済 み で あ る[Kasai2004,PlateI,II].テキ ス トの転 写 方 式 は,UWに 従 う.
(11)こ の行 の 前 に も う… 行,朱 書 き され た行 の 一 部が 残 存 して い る.し か し破 損 が激 し
く,解 読 は不 可 能 で あ る.
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(27)
翻 訳
〔前 略 〕
(1-2)… 今,菩[薩]… 相(?)・ 一 一(3-5)・■4ど の 様 な …
か と,尋 ね る な ら,…[知 ら ね ば]な ら な い(?)(5-8)も し … と い
くう
う空 … 疲労 した2・一一知 らねばな らない.(g-ll)…[菩]薩 達が,
如何 に して … と尋ねるな ら,こ れ を …(ll-14)一 ・彼 らは 一■・
します ように1勇 猛 な2菩薩達が,全 ての2世界2を,「私」とい う法 を通 し
くう くう
て空 と[観 る].(14-17)(彼らが世界 を)空2と観 るので,慈 悲心持っ人々の
命令 によって,彼 らは世俗諦 に ….(17-19)その慈悲心持つ(人 々)[の
ため に],報 い を知 るこ とに よって,(彼 らは)こ の … に(?)耐 えて
(?),この ように考 えた:
[第]二(章)[](?)
語註
7・8行目armlglimglin【m繭:この類 語重複(hendiadys)に関 しては,UW,
169を参照.
12・13行目 【a]lpyiirakligbodis(a)t(a)vlar=第二の単語ytirb'kligは,ここでは
明確 にYVVL'K'}7(rと書かれ てい る.し か しこの ままでは意 味 を為 さない.こ の
単語 の直前 にalp"brave"「勇猛 な」[ED,127b]が現 れることか ら考 えて,お そ ら
くここはYVVR'KL】Kの誤記 であ り,Lの フックが誤 ってRの 右側 に附 されたの
であろう.こ の二つの単語alpytirdkligが類語重複 を形成す ることに関 してはl
UW,106を参照.
13・14行目m㈲nteghnom漉装kurug【kδr剛r・111r=ここは 「我」の存 在が空
(無)であ ること(=我 空,無 我)と 同時 に,こ の世界 が空(無)で あ ることを説
いて いる.BDJT,158d,1316c-d等を参照.
14・15行目y[o】kkurug=ウイグル語訳 『阿毘達磨倶舎論実義疏』では,漢 語
くう
の 「空」へ の対訳 に使用 され ている例があ る.庄 垣 内1993,408を参照.
(28)
ロの
16行目ye晦 並t6z:yeldytiの読み と語形 に関 しては,OTWF,408を参照.
yeldytiはさほ ど頻繁 には在 証 され ていないが,在 証例 では一様 に"trUgerisch,
falsch,maya-artig"「うわべだけの,誤 った,欺 備(=skt.maya)的な」と訳 されて
いる[BTI,69;UW,249b].yeldytitb'zという熟語は,モ ンゴル時代,チ ベ ッ ト仏
教 の影響下で ウイグル語訳 されたいわゆるTotenbuch『死者の書』に在証 されて
お り,そ こでは"dasfalscheWesen"「誤 った本 質」と解釈 されてい る[Zieme&
Kara1978,857,868,879,884,898].他方,ウ イグル語訳 『阿毘達磨倶舎論実義疏』
において この単語 は,漢 語の 「仮」「世俗 」に対 応 してお り,yeldytitδzは,「世俗
い ヨラ
の根本,本 質」と解釈 で きる.つ ま りは仏教で言 うところの 「世俗 諦」に対応す
るのであろ う,「世俗 諦」は,究 極 の真理であ る「勝義諦,真 諦」に対 して,世 俗
的立場 での真理で ある と説明 される[BDJT,784c-785b,819c-d].すなわち 「勝義
諦,真 諦」の立場か ら見れば,表 面的な真理で あるにす ぎず,"dasfalscheWesen"
「誤 った本質」とい うTotenbuchにお けるyeldiytitb'zの訳は,『阿毘達磨倶舎論実
義疏 』における漢語 との対応 か ら導 き出 された「世俗諦」という訳 と矛盾 しない.
17行目:最 初 の単語 は,破 損が激 しいた めに,ほ とんど解読不能であ る.
確 実 なの は,最 後の複数形語尾+lar/+ldrの読 みだけであ る.あ るいはen一
"todescend,comedown"「下 る,降 りて くる」[ED,168]のアオ リス ト形endr-lar
を読み とるべ きか も知れ ないが,確 実で はない.
18行目uths[tiVin6」=utliの後 に,∫ が明確 に読 み とれ るので,5δv'ηδを
補 うことが出来る.こ の類 語重複 に関 しては,ED,54b;BTXIII,12.Ol5,12.017,
12.023,12.031,46.1等を参照
19行目sdrilip(?):最初 のS,中 頃のL,そ して最後 のPが 比較 的明確 に読
み とれるため,筆 者 はこの箇所 を上記の ように解釈 した.し か し,そ の他の部
分 は破損が激 しいため,こ の読 みは完全 に確 実な ものではない.
(12)M.エル ダ ル氏 の著 書 に この 単 語 へ の 言 及 が 存 在 す る こ と は,」.ヴィル ケ ン ス氏 よ
り指 摘 して い た だ い た.こ こ に記 して 感 謝 す る.
(13)庄垣 内1993,402.なお 庄 垣 内 正 弘 氏 は この単 語 を,y面yκと読 んで い る.こ の単 語
の 「世 俗 」とい う意 味 は,M.エ ル ダ ル氏 に よ っ て も挙 げ られ て い る[OTWF,408].
(29)
頁付 けeki〃【】wyck【】k:か つて筆者 は,こ の頁付 けを θ肪'纏1礎 たzrたと
読 もうと した[Kasai2004,2,註4].しか しなが ら,破 損が激 しいため,最 初 の
θ妙 を除いて,確 実 に解読す る ことは不可 能であ る.た だ し筆跡 の類似 か ら,
少 な くともこの頁付 けが,本 文 に属す る ものであるこ とは,疑 いないだろ う.
極め て異例な ことであ るが,こ の頁付け は,表 面 の右端 に附 されて いる.頁 付
け は普 通,裏 面 の左 側 に 附 され る.確 か に,ウ イ グル語 訳Maitrisimitの
H611enkapitel「地獄 の章」の ように,裏 面 に頁付 けのあ る例 も存在す る.し か し
ほ の
その場合 も,頁付けは,右端ではなく左端である.こ の文書の頁付けはそれゆ
え,非 常に特異な例である.
さてここで,U971の古文書学的情報を再確認 してお く:大 きさは,22.8x
38.6cm,紙色はベージュであ り,文字に対 して水平方向に漉 き縞が確認できる.
表面では左側の上半分,裏面では下半分にあたる部分が,大 きく欠落している。
書体は前述の通り楷書体で,両面ともに,上下の境界線 と各行の中心線が,朱 で
ほ ら　
入れられている.
表面に関 して特筆すべ き事は,残存部分のうち,最初の二行が朱書 きされて
いるという事実である.ウ イグル語仏教文献 において,加励研α,和ル 「菩薩」や
ほ 　　
burhan「仏陀」等のような重要な仏教用語が朱書 きされることは,よ くある.
また,行 全体が朱書 きされる例 として,偶 類(=skt.gatha)の翻訳では最初の一
句 目が,註釈書においては経典本文からの引用部分が,そ れぞれ朱書きされる場
(14)ウ イ グ ル語 文書 の 頁付 け に 関 して は,v。GabainI964,176-177;Lautlg86,14g-161を
参照.頁 付 け に おい て,巻 数 が 記 され る こ とな く,葉 番号 だ けが 附 され て い る場 合 が存
在 す る.例 え ば,U715[TID】に お い て,本 来 の頁 付 け は葉 番 号 だ け で,巻 数 は 後 か
ら付 け加 え られ た もの で あ る.一 方頁 付 け が 表面 の 右 端 に附 され て い る唯 一 の例 は,マ
ニ教 の 貝 葉 本 で あ る[TTIII,特に184,註1;Clark1982].この 貝 葉 本 は しか し,マ ニ文
字 で書 か れ て お り,そ の読 み 方 に従 え ば,頁 付 けは テ キス トの 冒頭 に来 る こ とに な る.
その た め,頁 付 けが テキ ス トの末 尾 に来 るU971と,単 純 に比 較 す る こ とは 出来 な い.
(15>文 書 情 報 に 関 して は,前 回 の論 文 に お い て も,特 に裏 面 を中 心 に 詳 述 して い る
[Kasai2004,2].
(16)一一例 と して,ウ イ グル 語訳 『仏 説 天地 八 陽 神 呪 経 』が挙 げ られ る[TTVI;羽田1915].
(30)
合のあることが,知 られている.前 者の例 としては,「梁朝傅大士頒金剛経並
序』,後者の例 としては 『妙法蓮華経玄賛』のウイグル語訳が挙げられる[BTI;
百済1983b,197-198].偶頒の翻訳 と註釈書における朱書 きの最 も大 きな違い
は,そ の長さに認められる.上 に挙げた両文献は,いずれも漢語から翻訳 され
たという点では共通している.た だし『梁朝傅大士頒金剛経並序』における偶頒
部分は,そ もそも手本である漢文の一句が,韻文であるために散文の一文に比
べて短く,それぞれの句の長さも,当然のことながら統一されている.対応す
るウイグル語訳は,韻文で書かれてはいないものの,こ うした傾向を受け継い
でいる.ウ イグル語訳 『梁朝傅大士頒金剛経並序』では,それぞれの句の末尾に
句読点が配されているが,ど の句 もほぼ同じ長さであるために,非常に規則的
である.ま たその一句は,散文の一文に比べればやはり短 く,そのために,朱
書 きされている部分 も,い きおい短 くなる.そ れに対 し,ウイグル語訳 『妙法
蓮華経玄賛』では,そ もそも漢文原典が散文で書かれているため,こ うした傾
向は全 く認められない.そ こでは,経典からの引用部分がすべて朱書きされて
おり,その長さは引用部分の長短による.も ちろん句読点が規則的に配されて
いることもない.翻 ってU971の表面を見てみると,規則的に句読点が配され
ている様子はなく,それぞれの文の長短 もまちまちで,韻 文の翻訳であるとい
う印象を与えるものではない.さ らに朱書 きの部分は,残存 しているだけでも
二行 と長 く,『梁朝傅大士願金剛経並序』よりは『妙法蓮華経玄賛』の形式に非
常によく似ている.こ うした点を考慮すれば,U971の表面はやはり,註釈書
の一部であったと考えるべ きであろう.とすれば,「妙法蓮華経玄賛』の例から
見て,朱書 きされた残存 している二行が,あ る経典からの引用部分であ り,そ
ほ アラ
の後の部分はそれに関す る註釈であったはずである.
(17)ウイグル語の仏教註釈書において,経 典からの引用部分が朱書きされている例とし
ては,上 に挙げた 『妙法蓮華経玄賛』の他に,「大方広円覚修多羅了義経』の註釈書が
ある[百済1992,4-12].しかし,全てのウイグル語仏教註釈書が,こ のような形式を
採用 しているわけではない.例 えば,『阿毘達磨倶舎論本頒』への註釈のように,引 用
部分が朱書 きされていない註釈書も存在する[百済1980].
(31)
それではU971の表面は一体どんな仏教文献の註釈書であったのであろうか.
それは,残存部分のどこにも題名が記されていないために,一見して判明する
ものではない.また内容に注目してみても,断片的なテキス トからは,残存 し
くう
ている部分が 「空」に関する教えを説いている,と いうことが読みとれるだけで
ある.そ こには特定の宗派的傾向を見いだすことはできない.た だ,裏 面に奥
書が書かれていることを考え合わせれば,U971の表面が,あ る章もしくは巻
ロ わ
の最後の葉を構成していたことが判明する.
クチャ
(1)さて,四 亀 蕪[出 身 の]…(2)全 て の 論[に]…(3)精 通 し た[尊
敬 に 値](4)す る 菩 薩 …[が,]…[を]…[語]に(5)訳 し
た.…(6)こ の 五 濁 の[世 に]…(7)天 中 の 天 た る[仏 陀]…
(8)一 ■ ・に て,最 も深 い …(9)… 信 仰 ・ ■ ■(10-12)[天中 の 天 た
る]仏 陀 の[生 き て い た]時 代 のVigakhaMr[garamatrのよ う な]王 妃 達 の
(系譜),■ ■ ・(13-14)§akya-Bagの[王達 の]系 譜 に あ る べ き … の 種
の 優 曇 華(の よ う で)(15-16)ボク グ(=uig.bokug)の起 源 を 持 つ 蓮 の 華 の
(よ う な)T(a)ηrikanTaklnKlzT(a)ηrim,(16-17)Klvlr一宰 相 た るA pKutlug
OgulKUdagtiSavigTo【to】k,(17)[Ars]lanOgaB註g,(18)Ki蓉K6zBilgtiBag
殿 下 達 の ご 依 頼 に よ っ て,(19-20)法師 た る 完 全 な る 賢 き シ ー ラ セ ー ナ 尊 師
ロ 　　
阿闊梨(=uig.訪厩1即1蹴A面rの が 新 たに トル コ[語 に翻訳 した ….
U971の表面に関する更なる情報は,裏 面の奥書の中にみられる:
クチャ
奥書の1～5行 目によればこの註釈書は,亀 弦出身のある学者 によって,
(18)ただ し この 葉 を も っ て註 釈 書 が終 わ っ て い た と 断定 す る こ とは で きな い.な ぜ な
ら この よ う な寄 進 者 へ の 言 及 の あ る 奥 書 は,あ る 文 献 の最 後尾 の み な らず,そ れぞ れ
の 章 や 巻 の 終 わ りに も附 さ れ る こ とが あ るか ら で あ る,例 え ば 『金 光 明 最 勝 経 』の 第
二 巻 へ の 奥 書*U9038(TIIIM56.12)[Raschmann19981,物"r'5∫加'の 第 一 章 へ の
奥 書U3807+3803+3615b(THS2B102)[Laut2002b]を参 照 せ よ.
(19)Kasai2004,4を参 考 に,筆 者 が 日本 語 に翻 訳 した 。 な お,前 稿 の 日本 語 要 旨 に も,
こ の部 分 の翻 訳 は掲 載 して あ るが,欠 落 を補 っ た 部 分 の 表示 な ど,若 干異 な る部 分 が
あ る の で,こ こ に訂 正 す る.
(32)
　　む　
yαr傭罐 「翻訳 さ」れた,も しくは「作成さ」れたものである.こ の人物が註釈書
を「作成した」にせ よ「翻訳 した」にせ よ,彼の出身地が トカラ仏教の中心地の
一つ,亀弦であることを考慮すれば,そ れが トカラ語で書かれていたことに,
間違いはない.こ の作品をウイグル語へ翻訳 した人物の名前は,19～20行目に
明記 されるようにシーラセーナ(=Uig.働αz8π,skt.Silaseua)である.彼 は,ト カ
ラ語からウイグル語への翻訳者 として名前の知 られている,数少ない人物の一
人であり,その活躍時期は当然,ト カラ仏教の影響力の強かった時期に一致す
ると考えられる.
既に述べたように,ウ イグルが仏教を受け入れるにあた り,大きな役割を果た
したのは トカラ仏教であったが,後 にはもっぱら漢人仏教が,ウ イグルに対して
強い影響力を持つようになる.実際,十世紀末～十一世紀の初頭には,漢語から
ウイグル語への翻訳者が活動 し始めており,この時期には既に,ウイグル仏教の
く　り
源泉が トカラ仏教から漢人仏教へ移 りつつあったと,推測される.ただ漢人仏教
が,西 ウイグル王国において圧倒的な影響力を振るい始めるには,も う少 し時間
がかかったであろうから,トカラ仏教の影響 も十一世紀初頭にすでに,完全に消
え去っていたとは考えられない.ま たトカラ語からの翻訳も,その大半はやはり
漢人仏教の影響が強まり,漢語からの翻訳が盛んになる時期に先行するであろう
が,漢語からの翻訳とトカラ語からの翻訳が一定期間,平行 して行われていた可
能性は,十分にある.とすれば,ト カラ語か らウイグル語への翻訳者であった
シーラセーナの活躍時期 も,西 ウイグル王国において仏教が流入 し始めた時期
から,漢人仏教の影響が圧倒的に強まると考えられる頃まで,つ まり十世紀後半
から十一世紀前半ごろである可能性が高いといえよう.彼の作品についても,そ
の作成年代は当然,こ の時期に年代決定されるべきである.シーラセーナの翻
(20)以前の翻訳で筆者は,こ の単語を「翻訳する」と解釈 した,上 記引用の奥書五行 目
の翻 訳 を参 照.し か し なが ら後 で 論 ず る よう に,他 の解 釈 の 可 能性 も存在 す る.
(2D漢 語 か らウ イ グ ル語 へ 多 数 の 作 品 を翻 訳 した こ とで 有 名 な 動 κo論'猷鰍0の 活 躍
は,こ の 時期 に年 代 決 定 され て い る[TTVII,54;Bazinl974,339-346;森安1985,59-60;
Zieme孟989].
(33)
訳 作 品 と し て は こ れ ま で に,唯 一,Das'akarmapathavadnnamala(=DKPAM)
く　の
『十業道物語』のみが知 られている.1)KPAMも,もちろん トカラ語 か ら翻訳 さ
れてはい るが,U971の よ うな註釈書 では ない.ま た,両 者の 内容 に一致 する
箇所 が ない ので,U971がDK:PAMの註釈書 であ る可能性 も否定 される.つ ま
　　わ
りU971は,シー ラセーナの第二の翻訳作品となるのである,ウ イグル仏教の
最初期に,シ ーラセーナという訳経僧が活躍 し,一般大衆教化用のDKPAMと
並行して,僧侶用の高度な註釈書もトカラ語からウイグル語に翻訳したという事
実のもつ意義は真に大 きい.
ウイグル語仏教文献中には,経典 と比べればその数は少ないものの,い くつ
く　の
かの註釈書の翻訳 も発見 されている.し か しなが らこれらは,そ の原典が比定
されている限 りにおいて,全 て漢語からの翻訳である.U971はそれゆえ,現
時点では唯一の,ト カラ語より翻訳 されたウイグル語仏教註釈書の断片であ
り,その史料的価値は高い.
この註釈書が,ト カラ語からの翻訳文献であるという事実を考慮に入れれば,
その原典は,ト カラ語で保存されている文献 もしくは トカラ仏教において重視
されていた文献中に,求めるられるべ きであろう.トカラ仏教の中心地であった
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亀藏 ・焉書地方 において,部 派仏教の一派 であ る説一切有部(=skt.Sarvnstivdnin)
が広 く行 われていた ことは,こ の地 を訪 れた玄突 三蔵 に よって も報告 されてお
く　 ら コ
り,良く知られた事実である.また実際に,現存 しているトカラ語仏教文献の研
究からも,トカラ仏教のこの宗派への帰属が指摘 されている[Sch血dt1985].
(22)こ の 文 献 に 関 して は,UIV679;Laut1984a;2002a;庄垣 内/Tugusheva/藤代1998;
Geng&Laut2000;Wilkens2003;2004;VOHD13.10を参照.
(23)管 見 の 限 り,ベ ル リ ンの トル フ ァ ン収 集 品 中 に は,他 に こ の テ キス トと同一 文 書 で
あ る と思 わ れ る 断 片 は 見 つ か らな か った.
(24)こ れ ま で に発 見 され た 註 釈 書 は,J.エ ル ベ ル ス コ ッ ク氏 に よ り整 理 され て い る
[Elverskogl997,74-85].その他 に は,『金 光 明最 勝 王 経 』と 『大 方 広 円覚 修多 羅 了義 経 』
へ の 註 釈 書 が 存 在 す る ,Ziemel996;Raschmann1997;2000;VOHDl3,15,Nr.713-715;
百 済1992を参 照 。
(25)『大 唐 西 域 記 』(T2087),巻51,870.
(34)
これまでに知 られている トカラ語仏教文献の大部分は,AvaddnaやJatakaな
どの説話文献である.だ からといって,註釈書が皆無なわけではなく,数は少
く　の
ないものの,い くつかはその存在が報告 されている.そ の数少ない註釈書を見
ても,K.T.シュミット氏により指摘 された説一切有部 とトカラ仏教の緊密な
関係は,明確に現れている.こ の宗派の特徴は,阿毘達磨論書への傾注が強い
ことであるが,こ れまでに発見 され,内容が比定 された トカラ語の註釈書は,
く　 ア ユ
阿毘達磨論書に関するものがその大半を占めている.ま た阿毘達磨論書以外の
註釈書で,分 量の多いものとしてはUdanavargaへ附された註釈書である,
く　おラ
Udandlamharaが有名だが,そ こにさえ阿毘達磨論書の影響がみられるという.
ただし,トカラ仏教が説一切有部に属 していたにしては,これまで発見されて
いる トカラ語訳の阿毘達磨論書の数は,驚 くほどに少ない.そ れにはもちろん,
トカラ語仏教文献の全容がまだ十分には解明されていないことも関係 している
だろうが,そ の他 にトカラ人自身に帰 される要因として,百済康義氏は,当時
の トカラ学僧たちのサンスクリット語理解能力の水準の高 さを推測 している.
すなわち学僧たちはサンスクリット語を解 し得たのであり,「古代インド語等か
らの トカラ語への訳経は,大 衆教化 に直接役立つような本縁部を主 とする経典
類にこそ意味があったのであ り,アビダルマ論書 という煩項 きわまりない専門
的な学術書をわざわざトカラ語訳する必要性は,それほど大 きくなかった」ので
あろうとt百済1974,22-23].
(26)ト カ ラ語 文 献 とそ の 研 究 に関 して は,K.T.シュ ミ ッ ト氏 が そ の全 体 像 を概 観 して
お り,そ こ に これ まで の研 究 や,ト カラ 語 文献 に関 す る 簡単 な紹 介 論 文 も引用 さ れ て
い る[Sch血dt1994].氏に よ って 取 り上 げ られ なか っ た紹 介 論 文 と して は,井 ノ ロ泰
淳 氏 の ものが あ る[井 ノ ロ1958a,b].
(27)トカ ラ語 の阿 毘 達 磨 論書 に 関 して,筆 者が 把 握 して い る研 究 論 文 は以下 の通 りで あ
る,井 ノ ロ1961,340-342;百済1974;1983a;1986.この 他 に も比 定 の 終 わ って い る註 釈
書 が 存 在 す る か も知 れ ない が,ト カ ラ語 の 専 門 家 で は な い筆 者 に は,把 握 で きな か っ
た.専 門家 の ご指 摘 を頂 け れ ば幸 い で あ る.
(28)ω 伽 δZ4解㎞rαに 関 して は,Sieg&Siegling1933;1949;1953,190.192;L6vil933,72-
77,TextA(1)。(4)等を参 照 。σ4伽a'αη2㎞rαにお け る阿 毘 達 磨 論 書 の 影 響 は,百 済 康 義
氏 に よ り指 摘 され て い る[百 済lg72].なお,σ4伽 αvαr8α自体 は,説 一 切 有 部 所 伝 で
あ る,Sch皿ithausenl970,特に89-ll4を参 照.
(35)
トカラ語の註釈書の形式には,残存 しているそう多くはない例か ら見ても,現
時点で二通 りあったことが判明する.Udandlamharaにおいては,経典からの引
用部分,そ れに対する註釈部分 ともに一貫 して,全編 トカラ語で書かれている.
それに対 し阿毘達磨関係の註釈書では,まず最初 にサンスクリッ トの原典がそ
のまま引用され,そ れが トカラ語に訳されたあと,ト カラ語で註釈が附されて
いる,さ らに特筆すべきは,これら現存 しているトカラ語註釈書が,ト カラ語
独 自の作品である可能性が高いことである.Udnnalai?ikaraはこれまでにただ,
トカラ語版が発見されているのみである.また阿毘達磨関係の註釈書に関 して
も,百済康義氏によれば,そ のうちのい くつかは,ト カラ語で独 自に作成され
た可能性があるという[百済1974,30;1983a,469].
前述の ように,内容によってU971の表面にあたる仏教註釈書の原典を比定
することは,その断片的な状態のために,非 常に困難である.筆者も,比定作
業の終わっている トカラ語文献中のみならず,特 に原典である可能性の最も高
い阿毘達磨論書を中心に,比較的参照しやすい漢訳本を頼りに一致箇所 を探 し
求めたが,残 念ながら比定には至らなかった.ト カラ語仏教文献 に関してはも
ちろん,現在私たちが目にすることのできるものが,当 時 トカラ語に翻訳され
た仏教文献の全てであるという保証はどこにもない.む しろ,現在までに失わ
れてしまった文献が,相当数あると考えたほうが,真 実に近いであろう.そのな
かにはトカラ語独自のもの,も しくは現在漢語でも伝えられている文献であって
も,文言に若干違いのあるものが,含 まれていた可能性も否定できない.U971
の表面の註釈書がそのようなトカラ語仏教文献からの翻訳であった可能性も,
く　の
十分 にあ りうるだろ う。
(29)その際,原 典 と して最 も可 能 性の高 いの は,や は り説一一切有部 所伝の仏 教文 献であ ろ う.
説 一 切 有 部 所 伝 の 大 蔵 経 は,四 つ の 部 門(翫'rαρ加 肋,玉伽 αyαp∫雌 α,肋毎4肋r〃2αρ#飲α.
κ餌4rα初ρ肱 ㎞)か らな っ てい た とされ る.∫励rαp加 にはEko枷r∂8α㎜,1吻伽 翼 〃1∂8α〃iα,
∫仰yκ㍑∂8ωηα,Dτr8肋8α鷹 の 四 阿 含 が,A厩'助 αr1ηop∫∫疎 α に1ま,ノ肋 ηαρrα∫∫擁 ηα,
Prα陀αrα麗 ρ詔 α,vガ肋 ηα舶yα,D加r初o∫肋 η助 α,Prの肋P'漁∫'rα,D肋飽たのα,∫αη281'ゆoryのα
が,含 ま れ てい た と され る.K釦4rα肋p'敏oは偶頒 で編 まれ た作 品 を蒐 集 した もの で,
D肋 ηηαPα4α,σあ ηα,Pδrのα鵬,∫α加4牌 α,∫α'」α8∂漉∂,∫'勉v'rα9δ'勿α屈Aηαソα'αμ08∂武肋,/
(36)
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奥書 に よれば,U971の 表面 にあた る仏教註釈書 は,亀 菰 出身のあ る学者 に
よって,yaratmlYだとい う.動 詞yarat一は普通,`itomake,tocreate"「造 る,創 る」
[ED,959b-960a]と訳 され る.こ の動 詞 は しば しば,奥 書 に も現れ,dvir一"to
くりの
translate"「翻訳す る」[ED,14aコと同義 で使用 され るこ とも多い.U971で は,
この単語の直前が破損 しているために,文 脈 を頼 りにyarat一の意味 を判断 し確
定する ことは出来ない.そ れゆえ,こ の註釈書 の原典が,ト カラ語独 自の もの
であ ったの か,サ ンス クリッ ト語 よ り トカラ語へ 翻訳 された ものであ ったの
クチヤ
か,判 然としない.ト カラ仏教の中心地である亀弦 ・焉書地方が,イ ンド文化
の非常 に強い影響下にあったことを考慮に入れれば,も ちろん後者の可能性が
の の
極めて高い.し か しながら,既に言及したように,現時点で比定 されているト
カラ語の註釈書のうちの多 くについて,ト カラ語で独 自に作成された可能性が
指摘されている.と すれば,U971の表面にあたる註釈書の原典に関しても,
エヨ　　
やはり前者の可能性 も完全に否定できないのである.
＼Ar功αvαr8砂勿'∫励 勿'が 挙 げ られ る.説 一 切 有 部 の1伽 αyoは漢 語 に翻 訳 され て良 く保
存 され て い る.そ の う ち根 本 と な るWη αyαはDα 動伽yのαv加αンαで あ る.こ れ ら説 一
切 有 部所 伝 の 文 献 に関 して 詳 し くは,Coxl995,29-37;Willemen/DesseinICox1998,
60-93を参 照.な お 漢 訳 阿含 経 典 の 部 派 帰 属 に 関 して は,榎 本 文 雄 氏 の 一 連 の論 考 が あ
る[榎 本1980;1984a,b].
(30)例 えば,BTIX,TeilI,215を参 照.な お二 つ の動 詞yαrα'一と 伽 か一の 間 に,厳 密 な
意 味 の 違 い を見 い だ そ う とす る 研 究 者 も存 在 す る[BeiheftI,20;LauU984b,153;1991,
263;Thomasl983,235-236;1986,278;Geng&Klimkeitl988,4].
(31)例 えば,同 じ く トカ ラ語 か らウ イ グ ル語 に翻訳 され たMα 癖5∫励 は,先 ず サ ンス
ク リ ッ ト語 か ら トカラ 語 へ 翻 訳 され,そ の 後 さ らに ウイ グ ル語 に翻 訳 され た こ とが,
奥 書 よ り知 られ て い る,BTIX,TeilI,215等を参 照.
(32)ま た も し もU971の 原 典 が,ト カ ラ語 の 阿毘 達 磨 関係 の 註 釈 書 の よ う な形 式 を採
用 して い た とす れ ば,サ ンス ク リ ッ ト語 の原 典 か らの 引用 部 分 が ウ イ グ ル語 へ 翻 訳 さ
れ る 際 に,一 体 どの よ うに扱 わ れ て い た の で あ ろ うか.サ ンス ク リッ ト語 の原 典 を そ
の ま ま引 用 し,そ れ を翻 訳 した 上 で,さ らに注 釈 を附 け る,と い う三 段 方 式 を とる文
献 を原 典 と して翻 訳 され た ウ イ グル語 文献 は,こ れ まで発 見 さ れ てお らず,こ の問 題
は,ウ イ グ ル 訳経 史上,非 常 に興 味 深 い もの で あ る.し か しU971に お け る経 典 か ら
の 引 用 部 分 は非 常 に 断片 的 で あ り,仮 に こ の註 釈 書 の原 典 が 上 記 の よ う な三 段 方 式 で
書 か れ た もの で あ っ た と して も,サ ンス ク リ ッ ト語 の部 分 が ど う扱 わ れ てい たか は,
残 念 な が ら この 文 書 か ら は判 明 しな い.
(37)
ウイグル人がどの ような過程を経て,仏 教 を受容 したにせ よ,ト カラ仏教
が,ウ イグル仏教初期において非常に重要な役割を担ったことに,も はや疑い
の余地はない.ト カラ語からウイグル語へ翻訳された仏教文献として,こ れま
くヨの
でにもMaitrisimitやDKPAMといった作品が発見されている.こ れらはいず
れも,非常に膨大であり,当時の精力的な訳経活動を推測させるにあまりある
ものである.た だし現在 まで発見されているものは,すべて説話文献を始め,
どちらか というと大衆教化に有用 と思われる文献であり,翻訳文献の種類 とい
の の
う点に関 しては,い ささか偏った印象があるのは否めなかった.し かしながら
U971をもって,ト カラ語からの翻訳文献のリス トに,最初の註釈書を付け加
えることが出来る.ト カラ語か らの訳経活動は,今 まで考えられていた以上に
熱心に行われていたのであり,その際に選ばれた文献 も,単に大衆教化用の文
献にとどまることは,決 してなかったのである.
トカラ仏教とウイグル仏教の関係は,その:重要さにもかかわ らず,ま だ十分
には解明 されていない.そ の一因は,両者の比較研究の難 しさにあるだろう.
トカラ語文献の全容がまだ明らかになっていない上に,丁 度,本 論文で扱っ
た文書がその一例 となったように,都 合良く両方の言語に保存 されていて,
その内容を比較検討することの出来るような文献が,な かなか発見 されない
のである.し か し現在,こ の ような得難い文献の一例であるMaitrisimitに
関して,ト カラ語学者 とトルコ語学者による共同研究が精力的に進められて
いる.こ うした研究からこれまで知られていなかった両仏教の関係の一端が明
くヨらラ
らかになることは,十分に期待 される.こ の小論が少 しでもこうした共同研究
(33)この 他 に,ん ・α配 〃3'一」∂磁 αも トカラ 語 か ら翻 訳 され た可 能性 が あ る[MOTH,No.1].
(34)1瞼謝 ∫'加'のトカ ラ 語 版 は,そ の 題 醐磁rθyα5α纏 初 卿 肋 中 に 〃の櫨 α「劇 」を含 む
こ とか ら も分 か る よ うに,部 分 的 に韻 文 で書 か れ た 戯 曲 で あ っ た こ とが 明 らか とな っ
て い る[Winter1984].他方,ト ル コ語 版 は,こ の トカ ラ語 版 を原 本 と して い る もの
の,散 文 で書 か れ て お り,そ れ 自体 が,劇 曲 と して使 用 さ れ た こ とは な か っ た と推 測
され る[小 田1990,41-42;R6hrbom1994].
(35)こ の 共 同 研 究 の 成 果 は既 に一 部 発 表 さ れ て い る[Geng/Laut/Pinault2004a,b].
(38)
に寄与するこ
る日が来るこ
とがで き,研究の進展と共に,
とを願 うばかりである.
この註釈書の原典が明らかにな
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Zusammen振assung3
EinK:omme翻tarzueinemunbekanntenHigurisch・buddhistischenText,
derausdemT㏄harischen血bersetztwurde
YuldyoKASAI
NachdemdieUigurenihreHerrschaft.inderMongoleiverlorenhatten,wande貰ensiein
derMittedes9.Jh.nachWesten,insTienshan-Gebiet.Dortgrtindetensiedas
WestUigurischeK6nigieichundnahmendenBuddhismusan.SeiIdemverbreite重esich
derBuddhismusunterdenUigurenschnell.Zweifellosspieltedertocharische
BuddhismusbeidieserAufhahmeinersterLinieei皿ebedeutendeRolle,InderTat
wurdenei皿igeUig田rischeTextegefUnden,dieausde】anTocharischenUbersetztwurden。
ImVe㎎leichmitdenUbersetzungswefkenausdemChinesischen,dieHauptqueUedes
uigurischenBuddhis皿us血dersp註terenZeit,istderenZahljedochsehrger血9.Dariiber
hinausgeh61ensieallezurgleichenTextga伽ng,dieeherdweBelehrungdesVolkes
dienensollte.DeshalbhatmanaufdenerstenBlickdenEindruck,daBUbersetzungen
ausdemTochaゴschenetwase血seidgsind.
MitdemuigurischenFragmentU971(THS20)kannsichdieserEhldruck
vertindern.AufbeidenSeitenistderTextinkalligraphischerSchriftgeschrieben.Die
RUckseite,diee血enbuddhistischenKolophonumf血Bt,habeichbeleitsi皿SIALXIX
ver6ffendHcht.indiesemAufsatzbehandeleichdieVorderseite.DemKolophonllachノ
handeltessichumeinenbuddhistischenText,dervonSilasenainsUigurischettbersetzt
ノ コ
wurde.SilasenaistbekanntalsUbersetzerderausdemTocharischen血sUigurische
tibersetztenDas'akOrmapathavadanamδ1δ←DKPAル の.DerTextvonU971kann
deshalbalseinweiteresWerkseinerUbersetzungsfatigkeitangesehenwerdell.Unter
Be前cksichtigungderAusgangsprachederDKPAMistessehrwahrscheinlich,daBder
betreffendeTextauchausdemTocharischenUbersetztwUrde.
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Esistda】酸berhhlaussehrbe阻e】d(enswelt,daBaufderVorderseitevonU971
dieerstenzweiZenenrて)tgesc㎞ebensind.Eswurdebeleitserwahnt,daBineinigen
uig面schenKo㎜en跡Texte且dieZimteausdenS囎smtgesc㎞ebenwerden.㎞
Ve㎎leichmitdiesenTextenkalmmithoherWahrschehUichkeitauchunserTextein
Ko甲mentarsehLUnterdenuigurischenbuddhistischenTextengibteszware血ge
Kommenta1-Texte,aberallewurdenausdemChinesischennbersetzt,wennihre
Vodage雌berhauptiden面zie質werdenkonnte.DerKo㎜ent肛一TextU971istbisher
derei皿zige,derausdemTocharischen直bersetztwurde.
MitdemFlagmentU971kannmander .Listeder甑bersetztenW6rkeausdem
TochalischeneinenKommentar-Texthinzu艶g6n。
.Diesweistdaraufhin,daBdie
damaligeUbersetzungst甜gkeiteifhgwarunddaBdieAuswah藍nichtaufeine
Textga漁mgbeg】鴛11ztwuK董e.
DiedeutscheUbersetzungdesuigurischellTex亡eslauξet:
"(1-2)_NunBodhi[sa㏄va]...das_Zeichen(?)_(3-5)Wennman【 血agt】,
welche_muBman[wissen?]...(6-8)We皿mandie_genannteLee㈹_mUde
gewoldenen2_muBmanw童ssen.(9-10)WennmIm食agt,wiedie[Bodhisal枕vas_
dies_(11-14)...sollensie_Dietapfblen2Bodhisattvas[sehen]dieganzらWelt2
dulchdie`ich'gena㎜teLehlealsleeran.(14-17)Obwohl(siesie)alsleerund
nichdgansehen,【begeben(?)1siesichd町chdieWoパederbam血eIzigenManner
indasinusorischePrinzip.(17-19)DurchdasDankbarkeit2-Erweisenwegeh
dieserbamlhelzigen(Manner)haltensiesichinden_auf(?)undsiedenkensol
(Pagh通erung)zwei_(?)"
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